
 
 
 
 

会員規約 
一般社団法人カフェのある暮らし協会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



一般社団法人 カフェのある暮らし協会 会員規約 

 

第 1章 総則 

第 1条(活動目的等) 

1 一般社団法人カフェのある暮らし協会(以下「当協会」という)は、カフェのある豊かな暮ら

しの実現を協会理念とし、以下の目的を達成するために、同理念及び目的に賛助し事業を行お

うとする方を、会員として募り、会員の技能向上及び事業活動を支援するものとします。 

(1)カフェオーナーという素晴らしい職業を普及してまいります。  

(2)共存共栄のしくみにおいてカフェに携わる各者の課題解決に努めます。               

(3)地域社会の発展に寄与します。  

(4)カフェに携わる人材の活躍の場の拡大、雇用創出に寄与します。 

(5)女性の起業支援・社会活動を支援します。 

 

第 2条(本規約の範囲)  

本規約は、当協会に会員として入会した方、当協会の会員として行う一切の行為に適用されま

す。 

 

第 2章 会員 

第 3条(会員資格) 

会員は、カフェオーナー会員、サポート会員（個人・法人）から構成されます。 次の各号に

掲げる条件を満たす者は、同各号の会員になる資格を有することとします。 

(1) カフェオーナー会員 

自らカフェを経営される個人で、本協会会員規約に同意し、本協会から承認を得た者 

(2) サポーター会員（個人・法人） 

カフェを愛する個人、カフェ開業を準備している個人、カフェ業界に関係する活動をする法

人で、本協会 会員規約に同意し、本協会から承認を得た者 

 

第 4条(入会要件) 

1 会員登録を行うものは、当協会指定の方法で、本規約に同意した上で入会を申し込む もの

とします。 

 

2 会員登録を行うものは、年会費を、当協会の指定するクレジットカード、または、当協会の

指定する銀行預金口座に振り込む方法により、支払うものとします。 

 

第 5条(入会の承認) 



1 当協会は、会員となろうとする者が、第4条第1項の申込をし、同条第2項の支払を終え

たときは、以下の何れかの事由に該当する場合を除いて、その申込を承認し、入会申込者は、

当該承認の後、会員として登録を受けることができるものとします。 

(1)会員登録書の申告事項に、虚偽の記載、誤記、記入漏れがあった場合  

(2)過去に当協会から会員資格を取消されたことがある場合  

(3)その他当協会が、会員契約を締結することが不適当な事由があると判断した場合 

2 当協会は、会員宛の電子メールにより、承認した旨を通知します。 

3 当該承認後に会員が、第1項規定の各事由の何れかに該当していることが判明した場合、 

当協会は、該当会員の会員資格を取り消すことが出来るものとし、その場合、受領した年会費

を返却しません。 

 

第 6条(会費の支払い等) 

1 年会費(以下「会費等」という)の額は、次の各号に定める額とします。 

① カフェオーナー会員 

年会費 金15,000 円 

② サポーター個人会員 

年会費 金12,000 円  

③ サポーター企業会員 

年会費 金30,000 円  

2 途中入会の場合も年会費は、上記金額とさせていただきます。 

3 会員が、本契約を更新する場合、毎年10月末日までに、翌事業年度(毎年12月 1日から 

翌年 11月31日まて)分の年会費をお支払い頂くこととします。 

4 年会費は、当協会が別で定める方法によりお支払い頂きます。 

 

第 7条(会費等の払戻) 

当協会は、会員が都合により退会された場合、会員から既に納入した会費等の返還を求められ

ても、これに応ずることはありません。 

 

第 8条(有効期限) 

1 第 4条による会員契約は、当協会が入会を承認した日から、次に到来する11月末日までと

します。 

2 契約更新後の会員契約の期間は、その年の12月 1日から翌年11月末日までとし、当該会

員が次の各号に掲げる全てを満たした場合は、その期間が1期更新されたものとし、その後も

また同様となります。 

(1)第 6条による年会費を毎年10月末日までに予め支払っていること  

(2)当協会より会員契約を毎年10月末日までに更新しない旨の通知を受けていないこと  



(3)本規約に違反していないこと 

(4)事項の異議を述べていないこと 

3 更新の日より1カ月前までに、当協会が会員に対して更新後の規約内容を変更する案 およ

び、変更後の規約内容を通知した場合において、会員が当協会に対し、当該通知の日から

2週間以内に異議を述べない場合は、更新後の規約内容は当該変更内容通りに変更されたもの

とみなします。 

第 9条(変更の届出) 

1 会員は、その氏名若しくは名称、住所、又は連絡先等、当協会への届出事項に変更が生 し

じた場合には、遅滞なくその旨及び変更後の事項を当協会に対して通知する必要がありま 

す。その場合、件名を「会員登録情報変更」としたメールを、協会が指定する電子メールアド

レス宛にお送りください。 

2 当協会は、会員が前項の通知を行わなかった事による不利益についての責任を負いませ 

ん。 

 

第 10条(会員の資格承継) 

1 会員が退会、死亡あるいは解散した場合は、当該会員の会員資格は失われるものとしま 

す。 

2 会員の地位の第三者への承継は一切出来ません。 

 

第 11条(休会) 

1 会員は、10月末日までに、当協会所定の方法により休会の届出をすることにより、翌年度

1年間休会することができきますが、休会年度中は全ての会員特典を受けることはできませ

ん。 その場合、第9条第1項に記載するアドレス宛に件名を「休会希望」としたEメールに

よりお送りください。 

2 休会中の会員が、翌年10月末日までに年会費を入金しないときは、自動的に退会扱いとな

ります。 

3 休会は、2回を超えて行うことはできません。 

 

第 12条(退会) 

1 会員は、退会をしようとする時は、その退会の日の1ヶ月前までに、当協会所定の方法 に

より退会の通知をすることにより、退会することが出来ます。その場合、件名を「退会 希

望」としたEメールを第9条第1項に記載するアドレス宛てお送りください。 

2 年度途中の場合も、会費の返還はございません。 

3 会員更新時期に更新手続きがなされない場合は、理由の如何を問わず退会となります。 な

お、当協会会員で本協会の著作物を所有している場合は、返却が義務づけられます。また、退

会後は、如何を問わず著作物の使用はできません。 



第13条(会員資格の取消し)  

当協会は会員が、次の各号の1つに該当すると認めた場合、本会員契約を解除し、会員資格 

を取消すことが出来るものとします。 

(1)当協会の名誉ないし信用を著しく傷つける行為、又は会員としての品格を損なう行 

為があった場合 

(2)当協会の利益を侵害した場合  

(3)他の会員の信用、名誉、あるいは権利を侵害した場合  

(4)法令若しくは公序良俗に反する行為を行った場合  

(5)本規約又は、その他当協会が定める他の規約に違反した場合  

(6)その他、会員として不適格と当協会が判断する相当な事由が発生した場合 

 

第 3章 会員の権利 

第 14条(権利) 

(1) 正会員は、次の各項目に掲げる権利を有します。 

1当協会の会員たることを示す目的で、当協会が指定するロゴまたは商標を使用する権利 

2会員だけが参加できる各種セミナーやイべントやコンテストなどへ参加する権利  

3 日フェオーナートしての活動に役立つ様々な情報配信を受ける権利 

4セミナー、イベント等当協会が実施する催しについて優先的に案内を受ける権利 

5当協会のコンテンツを使用し、当協会の定める方法及び進行手順に従ってカフェのある暮

らしを実行する権利 

6協会を通じてカフェを紹介するシステムを利用する権利 

 

第 4 章 その他 

 

第 15条(著作権) 

1 当協会によって制作される著作物の著作権は全て当協会に帰属します。 

2 当協会が事前に承諾した場合を除き、会員は、当協会によって提供される著作物を、複 

製、編集、加工、発信、販売、出版その他いかなる方法においても、著作権法に違反して 使

用することを禁止します。 

3 講師資格保有者が本協会の著作物を所有している場合、退会する際に同著作物を当協会 に

無償で返却しなければなりません。 

 

第 16条(秘密保持) 

1 会員は、本規約に基づく会員契約の有効期間中並びに契約の期間終了後2年の間は、当協会

によって開示された、当協会固有の技術上、営業上その他事業の情報(以下「秘密情 報」とい



う)を秘密として扱うものとし、これらの情報を使用し、または第三者に開示し てはなりませ

ん。 

2 会員は、当協会から開示された秘密情報を、自己の従業員、及び、業務委託先(以下本条に

おいて「従業員等」という)に開示する場合には、秘密情報を知る必要がある者に限 り、そ

の必要な範囲内でのみ開示することができるものとします。なお、会員はその場合、 

 当該従業員等に対して本規約による自己と同等の義務を遵守させるものとし、かつ、従業 員

等の行為について全責任を負います。 

3 当協会は会員の従業員等において前項の義務に違反する状態を覚知した場合、直ちに会 員

又は会員の従業員等に対して、当該違反状態を是正するために必要な措置を講じること を

求めることができるものとします。 

第 17条(競業禁止) 会員は、本契約の期間中並びに本契約の終了後2年の間は、当協会の書

面による事前の同 意がある場合を除き、自己又は第三者の名をもって本事業と同種又は類

似の事業を行って はならず、本事業と同種又は類似の事業を行う者に対し、自己又は第三

者の名をもって本 業務と同種又は類似の役務を提供してはならず、いかなる従事もしては

なりません。 

第 18条(個人情報) 次の各号に挙げる場合は、入会申込及び提出書類に記載された個人情報

を、当協会が利用又は、第三者へ提供することかてきます。  

(1)当協会の活動に関して使用する場合 

(2)法令等に基づく場合  

(3)人の生命、身体または財産の保護の為に必要がある場合  

(4)国の機関もしくは、地方公共団体又はその委託を受けたものが、法令の定める業務を遂行す

ることに対して協力する必要がある場合 

 

第 19条(免責及び損害賠償) 

1 当協会の行為により、会員に損害を生じた場合、その原因の如何に関わらす、当協会は、 

間接損害、特別損害、逸失利益、ならひに第三者からの請求に基づく損害について、責任を負

わないものとします。但し、当協会に重大な過失がある場合、この限りてはありません。 

2 会員は故意又は過失により当協会に損害を与えた場合は、その賠償をする義務を負うものと

します。 

3 会員が他の会員に対して、損害を与えたとしても、当協会はそのことによる責任を負い ま

せん。 

4 会員が退会・除名等により会員資格を損失した後も、本条の規定は継続して当該会員 に対

して効力を有するものとします。 

第 20条(規約の追加・変更)  

当協会は、理事会の決定に基づき、本規約及び本規約に付随する規程の全部又一部を変更 

することができるものとします。当協会により変更された本規約は、当協会のサイト(本サイト



の「入会案内」から本規約をお探し下さい)上に掲載された時点で、効力を発するものとし、以

後会員は、当該変更された本規約に拘束されるものとします。 

 

第 21条(条項等の無効)  

本契約の条項のいずれかが管轄権を有する裁判所によって違法または無効であると判断された

場合であっても、当該条項以外の本契約の効力は影響を受けないものとします。 

 

第 22条(訴訟管轄)  

本規約に関し、訴訟提起の必要が生じた場合には、その訴額に応じて、大阪簡易裁判所又は大

阪地方裁判所を第一審の専属合意管轄裁判所とします。 

 

第 23条(協議事項) 

本規約の内容について協議が生じた場合、又は定めのない事項については、信義誠実の原 則

に従い協議の上、円滑に解決を図るものとします。 

 

 

以上、本規約の効力は2021年 10 月27日より、生じるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


